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＜連絡事項＞
・庶務より301号室壁の破損状況について確認して頂く。
＜患者様連絡事項＞
・金　留示子様～本日9：20ATMにて通帳記載のため、外出。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～深夜帯より不眠経過であったが、余暇時間は書き物をしており覚醒不良なし。表情冴えなさ持続。易怒・興奮や被刺激性なく経過している。
・小笠原文人様～奇異行動・多弁なく落ち着いて過ごす事出来ている。家族への私物要求あり。ノートに必要なものをまとめ思考整理するよう伝えた際には了承し取り組んでいる。
・久保　興介様～被刺激性持続。他患者に対し「非常識「絡まれた」「唾かけられた」など苛々感表出しており感情コントロール出来なくなる場面あり8：30不穏時レボトミン25㎎1T内服。以降、他者トラブルなく静穏に経過。
・泉山　紀子様～日中、自己所持している紐（15㎝程度）を手背にきつく巻き付けており末端うっ血している状態あり。目的については「お母さんの写真をみれるところに貼っておきたい」との事。以前のように絆創膏に写真を貼り付ける方法について提案した際は応じているが、表情硬く自発語も少ない。午後より徐々に落ち着き余暇活動に取り組む様子あり。
＜食事意見＞
・6/ 9朝食：食札セット間違い（ケース内）
・6/10昼食：セレクトAの量が少ない（1口大程度しかない）
・6/11夕食：食札セット間違い（ケース内）
・6/17夕食：準備された副食の量が少なく盛り付けの際に何度も補充の依頼を要した
・6/18朝食：患者より副食（秋刀魚の煮つけ）の量が「少ない」との意見が多かった
※上記、食事サービス委員会へ情報提供していく。
